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既存事業の開通（完了）状況



２ 渋滞対策の進捗状況確認

２－１ 既存事業の開通（完了）※状況

1

※既存事業の開通（完了）：主要渋滞箇所特定に用いた
データの取得年次（H23年）以降に開通した事業

県道611号 （大山板戸） H23.3

県道705号（堀山下秦野停車場） 曽屋インターチェンジ
/ H23.3(ｵﾝﾗﾝﾌﾟ), H25.12(ｵﾌﾗﾝﾌﾟ)

都市計画道路山北開成小田原線/H26.6

都市計画道路
和田河原開成大井線 足柄紫水大橋/H26.3

県道711号（小田原松田） 【酒匂縦貫道路】/H23.3

国道1号 函嶺洞門バイパス/H26.2

小田原箱根道路/H27.3

都市計画道路 穴部国府津線/H23.5

国道134号（平塚市高浜台以西）

都市計画道路
藤沢大磯線/H26.3

中田三ツ境線（下新橋地区）/H25.12

戸塚駅前線/ H23.9.20

下永谷大船線 （上倉田戸塚地区）/H26.3

都市計画道路
腰越大船線「大船立体」/H26.3

県道
扇町川崎停車場線/H26.3

東京丸子横浜線（日吉地区）/ H25.5

東京丸子横浜線（木月工区）/ H26年度

丸子中山茅ヶ崎線（南山田大棚勝田地区）/H26.2

都市計画道路向ヶ丘遊園駅菅生線/H24.9

中山北山田線
（青砥北八朔川和
地区）/H26.3

県道51号（町田厚木）
道路改良事業/ H27年度

山下長津田線
（長津田地区）
/ H23年度

県道 稲城読売ランド前停車場線/H26.3

県道 上麻生連光寺線/H25.12

都市計画道路 菅早野線（白山工区）/H26.9

津久井広域道路（（都）城山津久井）/H27.3

県道13号横浜生田 清水台交差点/H24.3

県道42号（藤沢座間厚木）
中津川大橋/ H25.3

主要地方道 鍛冶谷相模原道路改良事業
（上田名交差点改良）/H27.3

都市計画道路 世田谷町田線（万福寺工区）/H26年度

都市計画道路 平塚相模原線
（県道601号（酒井金田））/H27.4

圏央道周辺の主要渋滞箇所については引き続き経過観察を行う。

〇昨年、主要渋滞箇所の見直し（解除）を実施した主要渋滞箇所1箇所を除き、411箇所から現在は410箇所。
○開通（完了）した既存事業のうち、主要渋滞箇所への効果が期待できる事業について、交通状況を分析し効果を検証。

出典:平成25年1月18日関東地方整備局道路部記者発表資料に加筆

圏央道（海老名IC～相模原愛川IC）
/ H25.3.30

圏央道（茅ヶ崎JCT～寒川北IC）
/ H25.4.14

中田三ツ境線（新橋その2地区）/H27.3

都市計画道路 穴部国府津線/H23.4

宿河原１丁目交差点/H26.9

県道７７号（平塚松田）
比奈窪バイパス/H26.3

卸センター入口
交差点改良/H26.4

国道１６号
保土ヶ谷
バイパス（Ⅱ期）
町田立体/H28.4

溝口交差点信号改良/H27.3

県道22号
(横浜伊勢原)
【用田バイパス】/H27.3

国道357号(東京湾岸道路)
根岸地区/H26.3

川崎町田線（中北・
関連外郭部）/H27.7

桜木東戸塚遠藤
（名瀬地区）/H28.3

権太坂和泉線（名瀬・岡津地区）/H28.3

国道357号(東京湾岸道路)本牧地区
開通時期：H28. 3.27

環状4号線(公田桂町地区)
開通時期：H27.11.30

国道134号
（平塚市虹ケ浜～西湘BP）

開通時期：H27. 3 国道134号（平塚市高浜台～虹ケ浜）

開通時期：H25.12.18

圏央道（相模原愛川IC～高尾山IC）

開通時期：H26.6.28

圏央道（寒川北IC～海老名JCT）

開通時期：H27.3.8

開通済（その他事業）

今回報告する事業
（圏央道）

開通済（圏央道）

今回報告する事業
（その他事業）

見直し（解除）箇所

東海道

⾒直し

環状4号線
(上瀬谷地区)/H28.3

柏尾戸塚線 開通時期：H27.3
JR戸塚大踏切のアンダーパス整備

■対策の進捗状況

対策完了

93箇所

23%

対策中

(事業中)

172箇所

42%

未対策

145箇所

35%

解除

1箇所

0.2%

主要渋滞箇所

411箇所

※1
※2

※1
主要渋滞箇所の対策として位置づけられた事業が完
了した場合を「対策完了」とした。
（複数事業の場合は、全ての事業が完了、又は、１事
業以上の完了を以てモニタリングの指標を満足した場
合を「対策完了」とした。）
※2
H27に「東海道」を主要渋滞箇所から解除。主要渋滞
箇所は、特定時は全411箇所であったが、H28.7時点
では全410箇所。


